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2014 年 1 月 22 日 

 

 

 

SCSK の ERP パッケージ「ProActive E2」が 

Misumi およびグループ 12 社の新人事給与システムとして本番稼働 
 

～ グループ内の情報システム基盤の整備および会計システムとの統合により、 

グループ全体における給与関連の月次業務を 30％効率化 ～ 
 

 

ＳＣＳＫ株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役会長兼 CEO：中井戸 信英、以下ＳＣＳＫ）は、自社開発

ERP パッケージ「ProActive E2」が、株式会社Ｍｉｓｕｍｉ（本社：鹿児島県鹿児島市、代表取締役社長：岡 恒憲、以

下Ｍｉｓｕｍｉ）およびグループ傘下 12 社の新人事給与システムとして、予定通り 2013 年 10 月に本番稼働を迎えま

したので、お知らせします。 

なお、本システム導入に伴い、グループ全体における給与関連の月次業務にかかる作業量の 30％効率化をは

じめ、既に稼働中の「ProActive E2 会計システム」との連携により、多くの導入効果を得ることができました。 

 

１．新システム検討の背景 

明治 40 年(1907 年)の創業より 100 余年。石油・ガス等のエネルギー製品の販売からスタートし、地域に密着し

たお客様の毎日の暮らしに欠かせないサービス、そしてお客様に喜ばれる商品を提供し続けてきたＭｉｓｕｍｉでは、

既存の人事給与システムにおいて以下の課題を抱えていました。 

・会計システムは「ProActive E2」を利用していたが、人事給与システムが保守期限を迎えるため、将来の環境

変化に柔軟に対応可能なシステム基盤の構築が必要だったこと 

・会計システムと人事給与システムでは、別パッケージによりシステム機器が分散していたため、インフラ環境

対応およびシステム運用負荷が高かったこと 

・会計システムと給与システムにおいて、マスターの一元管理やデータ連携が実現できていないため、二重入

力による業務負荷が高く、非効率であったこと 

 

２．新システムの選定ポイント 

Ｍｉｓｕｍｉでは旧システムにおける課題を踏まえ、限られた期間内での導入実現性の観点から、新システムには

グループ共通システムの豊富な導入実績・ノウハウを有し、標準機能を活かした導入がおこなえる多機能な ERP

パッケージが最適であると判断しました。 

・標準機能を活かした導入により、今後の制度改正やＩＴインフラの進化などにもパッケージのバージョンアップ

で容易に対応でき、環境変化に強いシステム基盤を構築できること 

・１システムでグループ全体の人事管理・給与処理ができるシステムが構築でき、システム機器の統合による

運用コストの低減、システム運用業務の集約によるメンテナンス負荷の軽減が実現できること 

・会計システムと給与システムを同一環境で稼働することで給与処理に関連する仕訳伝票のシステム連携が

可能になるなど、業務の効率改善・決算早期化を実現可能なこと 
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＜導入後の効果＞  

・給与明細の Web 化により、グループ全体における給与明細配付業務量を 30％効率化 

・経理への自動仕訳により、伝票仕訳業務量を 30％効率化 

   ・システム統合による機器の削減 など 

 

３．Ｍｉｓｕｍｉ様のコメント 

今回の新人事給与システムの稼働により、法改正や IT インフラの環境変化に強いシステム基盤が構築できま

した。今後のさらなるビジネス拡大のために、業務の効率化やシステムメンテナンスの負荷軽減・環境変化に柔

軟に対応できるシステムが構築できたと喜んでおります。 

いち早く稼働していた ProActiveE2 会計システムとの統合により伝票の二重入力も無くなり、業務の効率が向上

しました。また、データの一元化が可能になり、グループ会社を横断した人事管理基盤を構築する事ができました。

今後も長期的に当社の基幹業務を支えてくれる ProActiveE2 およびＳＣＳＫに期待をしております。 

 

株式会社Ｍｉｓｕｍｉ  

情報システム部長 

山田 純文 

４．会社概要 

 
社 名 株式会社Ｍｉｓｕｍｉ 

創 立 1959 年 2 月 2 日 

資 本 金 16 億 9,089 万 9,985 円（2013 年 3 月 31 日現在） 

年 商 582 億円（2013 年 3 月期） 

従 業 員 469 名（2013 年 3 月 31 日現在） 

事 業 内 容 エネルギー事業 

・石油部門（石油・カーケア商品・整備） 

・ガス部門（ＬＰガス・住宅設備機器の販売） 

ライフスタイル事業 

・カルチャー部門（書籍・文具雑貨・ＣＤ・ＤＶＤ・ホビー・ＰＣ等） 

・ホームライフ部門（太陽光発電等の省エネ機器の販売・リフォーム事業） 

・カーライフ部門（新車及び中古車の販売・整備） 

・オプシアミスミ（商業施設の運営） 

フード＆ビバレッジ事業 

・外食部門（ケンタッキー・フライド・チキン、ピザハット、ピエトロ・バルコーネ、 

蒸し料理 巳八、石窯パン工房 Parasso） 

・水部門（高牧の森の水） 
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■「ProActive E2」について 

「ProActive E²」は、“ProActive”シリーズの発売開始から 20 年間で得た豊富な導入実績と業務ノウハウ、そして

確かな技術を礎に生み出された、SCSK が開発した ERP パッケージです。連結決算の早期化、連結経営のスピ

ード化を実現する｢グループ共通システム導入｣などの多くの事例を有しております。IFRS といった大きな会計基

準の変更にも迅速に対応し、統合されたビジネスプロセス、一元管理されたデータをもとに、迅速な意思決定を実

現するための経営を支えるシステム基盤を提供します。 

ProActive Web サイト URL：http://proactive.jp/   

 

■ＳＣＳＫについて                                                      

ＳＣＳＫ株式会社は、システム開発、IT インフラ構築、IT マネジメント、BPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシン

グ）、IT ハード・ソフト販売まで、ビジネスに必要なすべての IT サービスをフルラインナップでご提供します。 また、

住友商事をはじめとするお客様の世界各国における IT システム・ネットワークのサポート実績を活かし、グロー

バル IT サービスカンパニーとして、さらなる飛躍を目指してまいります。 

ＳＣＳＫ株式会社 Web サイト URL：http://www.scsk.jp/ 

 

本件に関するお問い合わせ先 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 

ProActive 事業本部  

TEL  東京：03-3570-5380 名古屋：052-209-7007  

大阪：06-6223-8765 福岡：092-472-5800 

E-mail：proactive@ml.scsk.jp 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 

広報部 杉岡 

TEL：03-5166-1150 

 

※ 掲載されている製品名、会社名、サービス名はすべて各社の商標または登録商標です。 


